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控月10日・25日
福岡県遠賀郡
水　巻　町　発　行

横断は止まって

良　く　見て、手をあげて

年末年始の交通安全

冬も本格的となり寒さも一段と厳しくな

ってきましたが、子どもたちは元気。学校

で習った交通安全のルールを守り、登下校

のときに渡る横断歩道でもこの通り、両側

をよく見て、手を高くあげてから渡ります。

年末になると増えてくるのが交通事故。

12月15日～1月10日

中でも歩行者の事故と飲酒運転による事故

が目立って増えてきますが、この子どもた

ちのように交通ルールを守り、あわただし

い歳の瀬を安心して過ごしたいものです。

（寒空の中、元気に下校する伊佐座小学校

の生徒たち）

町の人口

（49年10月末現在）

人　口　24，085

男11，694

女12，391

世帯数　7，096
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同
和
問
題
を
町
民
み

も
の
　
に

ん

な

の

す

る

た

め

に

同
和
問
題
の
認
織
（
同
対
審
答
申
）

同
和
地
区
は
中
世
末
期
な
い
し
は
近

世
初
期
に
お
い
て
、
封
建
社
会
の
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
諸
条
件
に
規
制

せ
ら
れ
、
一
定
地
域
に
定
着
し
て
居
住

す
る
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
集
落
で

あ
る
。封
建
社
会
の
身
分
制
度
の
も
と
に
お

い
て
は
、
同
和
地
区
住
民
は
最
下
級
の

賎
し
い
身
分
と
し
て
規
定
さ
れ
、
職
業

住
居
、
婚
姻
、
交
際
、
服
装
等
に
い
た

る
ま
で
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
き

び
し
い
差
別
扱
い
を
う
け
、
人
間
外
の

も
の
と
し
て
、
人
格
を
ふ
み
に
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
維
新

の
変
革
は
、
同
和
地
区
住
民
に
と
っ
て

大
き
な
歴
史
的
転
換
の
契
機
と
な
っ

た
。す
な
わ
ち
、
明
治
四
年
に
公
布
さ
れ

た
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
同
和
地
区
住

民
は
、
い
ち
お
う
制
度
上
の
身
分
差
別

か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
段
階
と
し
て

は
ハ
同
和
問
題
は
明
治
維
新
以
数
の
近

代
か
ら
解
消
へ
の
過
程
を
た
ど
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
太
政
官
布
告
は
形

式
的
な
解
放
令
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
単
に
蔑
称
を
歴
止
し
、
身
分

と
職
業
が
平
民
な
み
に
あ
つ
か
わ
れ
る

こ
と
を
宣
明
し
た
に
と
ど
ま
り
、
現
実

の
社
会
関
係
に
お
け
る
実
質
的
な
解
放

を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

い
い
か
え
れ
ば
、
封
建
社
会
の
身
分

階
層
構
造
の
最
底
辺
に
圧
迫
さ
れ
、
非

人
間
的
な
権
利
と
極
端
な
貧
困
に
陥
れ

ら
れ
て
同
和
地
区
住
民
を
実
質
的
に
そ

の
差
別
と
貧
困
か
ら
解
放
す
る
た
め
の

政
策
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
明
治
維
新
後
の
社
会

に
お
い
て
も
、
差
別
の
実
態
は
ほ
と
ん

ど
変
化
が
な
く
、
同
和
地
区
住
民
は
、

封
建
時
代
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
悲
惨
な

状
態
の
も
と
に
絶
望
的
な
生
活
を
つ
づ

け
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
正
時
代
に
な
っ
て
、
米

騒
動
が
勃
発
し
た
際
、
各
地
で
多
数
の

同
和
地
区
住
民
が
そ
れ
に
参
加
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
水
平
社
の
自
主
的
解

放
運
動
が
お
こ
り
そ
れ
を
契
機
に
よ
う

や
く
同
和
問
題
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は

国
の
予
算
に
新
ら
し
く
地
方
改
善
費
の

名
目
に
よ
る
地
区
の
環
境
改
善
を
行
な

う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
部
分
的
な
改
善
に
よ
っ
て
同
和
問
題

の
根
本
的
解
決
が
実
現
す
る
は
ず
が
な

く
、
同
和
地
区
住
民
は
い
ぜ
ん
と
し
て

差
別
の
中
の
真
因
の
状
態
に
お
か
れ
て

き
た
。わ
が
国
の
産
業
経
済
は
「
二
重
構
造

」
と
い
わ
れ
る
構
造
的
特
質
を
も
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
に
は
先
進
国

な
み
の
発
展
し
た
近
代
的
大
企
業
が
あ

り
、
他
方
に
は
後
進
国
な
み
の
遅
れ
た

中
小
企
業
や
零
細
経
営
の
農
業
が
あ

．
「

る
。こ
の
二
つ
の
領
域
の
あ
い
だ
に
は
質

的
な
断
層
が
あ
り
、
頂
点
の
大
企
業
と

底
辺
の
零
細
企
業
と
に
は
大
き
な
格
差

が
あ
る
。
な
か
で
も
、
同
和
地
区
の
産

業
経
済
は
そ
の
最
底
辺
を
形
成
し
、
わ

が
国
経
済
の
溺
展
か
ら
と
り
残
さ
れ
た

非
近
代
的
部
門
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の
特
質
は
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
社
会
構
造
に
反
映

し
て
い
る
。
わ
が
国
の
社
会
は
、
一
面

で
は
近
代
的
な
市
民
社
会
の
性
格
を
も

っ
て
い
る
が
、
他
面
で
は
、
前
近
代
的

な
身
分
社
会
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。

今
日
な
お
古
い
伝
統
的
な
共
同
体
的

関
係
が
生
き
残
っ
て
お
り
、
人
々
は
個

人
と
し
て
完
全
に
独
立
し
て
お
ら
ず
、

伝
統
や
慣
習
に
束
縛
さ
れ
て
、
自
由
な

意
志
で
行
動
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
封
建
的
な
身
分
階
層
秩

序
が
残
存
し
て
お
り
、
実
父
長
制
的
な

家
族
関
係
、
家
柄
や
格
式
が
尊
重
さ
れ

る
村
落
の
風
習
、
各
種
団
体
の
派
閥
に

お
け
る
親
分
子
分
の
結
合
な
ど
、
社
会

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
身
分
の
上
下
と
支

配
服
従
の
関
係
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に

精
神
、
文
化
の
分
野
で
も
昔
な
が
ら
の

迷
信
、
非
合
理
的
な
偏
見
、
前
時
代
的

な
意
識
な
ど
が
根
づ
よ
く
生
き
残
っ
て

お
り
、
特
異
の
精
神
風
土
と
民
族
的
性

格
を
形
成
し
て
い
る
。
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正
し
い
地
籍
簿

づ

く

り

の

　

た

め

の

国
土
調
査
に
ご
協
力
を

町
で
は
、
五
十
年
度
よ
り
猪
熊
地
区

を
初
め
と
し
て
、
五
ケ
年
計
画
で
地
籍

調
査
事
業
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
土
地
の
国
勢
調
査
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
昭
和
二
十
七
年

に
制
定
さ
れ
た
国
土
調
査
法
に
基
づ
い

て
行
な
わ
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

こ
れ
ま
で
土
地
表
示
の
基
礎
に
な

っ
て
い
た
「
土
地
台
帳
」
や
「
字
図
」

は
、
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
り
た
て

る
た
め
に
で
き
た
も
の
で
、
当
時
は
測

量
技
術
の
幼
稚
さ
と
、
長
い
年
月
を
へ

だ
て
た
た
め
に
、
現
況
の
移
り
変
わ
り

に
よ
っ
て
今
で
は
不
正
確
で
、
時
に
は

土
地
の
境
界
線
争
い
の
原
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量
に
よ
っ

て
、
新
し
く
帳
簿
（
地
籍
図
と
地
籍

緒
）
を
作
り
、
土
地
の
正
し
い
位
置
、

形
・
地
番
・
面
積
を
明
確
に
し
て
、
皆

さ
ん
の
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
土
地

改
良
事
業
や
土
木
事
業
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
建
設
事
業
計
画
に
利
用
す
る
の
が
目

的
で
す
。
、

住
民
の
万
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ｒ

こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
社
会
、
経
済

文
化
体
制
こ
そ
、
同
和
問
題
を
存
続
さ

せ
、
部
落
差
別
を
支
え
て
い
る
歴
史
的

社
会
的
根
拠
で
あ
る
。

昭
和
五
十
年
の

成
人
式
該
当
者
は

教
育
委
員
会
に
連
絡
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月
十

五
日
に
行
わ
れ
る
成
人
式
に
該
当
す
る

新
成
人
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
成
人
に
該
当
す
る
の
は
、
昭
和
二

十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
万
で
す
が
、

広
報
み
ず
ま
き
十
一
月
二
十
五
日
号
で

も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
該
当

さ
れ
る
方
で
、
移
動
の
た
め
に
水
巻
町

で
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ら
れ
た

方
は
、
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
地
区
の

公
民
館
長
又
は
、
教
育
委
員
会
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

精
神
薄
弱
者
相
談
は

樋
口
の
石
橋
さ
ん
へ

県
の
精
神
薄
弱
者
相
談
員
を
さ
れ
て

い
た
、
水
巻
町
樋
口
の
石
橋
童
子
さ
ん

が
、
県
か
ら
引
続
き
業
務
の
委
嘱
を
さ

れ
ま
し
た
。

精
神
薄
弱
者
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な

問
題
や
相
談
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

委
託
期
間

4

9

年

8

月

1

日

～

5

0

年

9

月

3

0

日
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磋
わ
ず
か
な
積
立
　
で

老
　
後
　
の

現
代
で
は
、
産
業

の
育
成
か
ら
住
民
福

祉
へ
と
か
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
特
に
年

金
制
度
の
改
善
が
今

で
は
、
住
民
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
「
年
金
な
ど
遠
い

将
来
の
こ
と
」
と
考
え
、
無
関
心
の
方

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
は
た
し
て
す
べ

て
の
人
た
ち
が
年
金
と
無
関
係
で
し
ょ

う
か
。
現
在
の
め
ま
ぐ
る
し
い
社
会
の

中
で
、
い
つ
身
の
ま
わ
り
に
災
難
が
ふ

り
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
怪
我
や

病
気
の
た
め
に
働
け
な
く
な
っ
た
り
、

一
家
の
大
黒
柱
を
亡
く
し
、
家
族
が
困

る
こ
と
が
な
い
と
い
う
補
償
は
あ
り
ま

せ
ん
。
又
、
現
在
の
若
い
方
た
ち
が
老

人
に
な
る
こ
ろ
少
し
の
貯
え
が
あ
っ
て

も
最
近
の
よ
う
に
物
価
が
上
れ
ば
生
活

を
す
る
の
も
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
ま

す
。年
金
は
、
物
価
や
生
活
水
準
軒
上
が

れ
ば
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら
わ
ず
か
な
観

を
積
み
た
て
、
将
来
に
備
え
る
た
め
に

も
年
金
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○
　
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

万

年金の種類と　額（拠出年金）

［
年 金 の種 類 このように支給されます 年　 金　 額

老 齢　 年 金 65歳から掛金に応じて
加入期間

40年で 445，824円

25年で 278，640円通算老齢年金 ノ厚生年金等の期間を加えて

障 害 年 金
・軍いけ‾がや病気になったと 1 級　 348，300円

き 2 級　 278，640円

母子 ・準母子 男の働き手が死亡し、子供

・′　278，640円
年　　　 金 ＿ が18歳未満のとき

遺 児 年 金
両親を亡した遺児に18歳ま

で

寡 婦 年 金
夫が年金を受けずに死亡 し 夫が受けるべき

たとき（60－65歳までの妻） 年金の半額

死 亡一 時 金 途中で死亡 したとき

ｌ

17，000円～
52，000円

（拠出年金…・‥毎月、自分で保険料を支払われている方に対
する年金〕

補
　
償

・
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
方

で
、
他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入

で
き
な
い
万

○
　
自
由
に
加
入
で
き
る
方

・
他
の
公
的
年
金
制
度
加
入
者
の
妾

・
年
金
や
恩
給
な
ど
が
あ
る
方
の
妾

・
県
議
会
議
員
及
び
町
議
会
議
員
の

妾
・
昼
間
部
の
学
生

加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
国
保
年
金

係
で
電
話
で
も
受
付
け
ま
す
。
（
笹
6

0
1
・
4
3
2
1
）

年
金
保
険
料
は
所
得
控
除
の
対
象
に

四
十
九
年
中
に
支
払
っ
た
年
金
保
険

料
は
、
本
人
が
控
除
申
告
書
に
よ
り
申

告
し
た
金
轍
を
控
除
さ
れ
ま
す
。

障
害
福
祉
年
金
が
二
級
該
当
者
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
障
害
福
祉
年
金
の
支
給

範
囲
が
従
来
の
一
級
か
ら
二
級
（
障
害

の
程
度
が
比
較
的
軽
い
者
）
ま
で
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
す
ぐ
に
請
求
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
年
金
保
険
料
は
昭
和
五
十
年
一
月
か

ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

定
緻
分
一
ケ
月
千
百
円

付
加
分
一
ケ
月
千
五
百
円
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．
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．
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王
子
、
′
1
三
．

内
水
面
（
た
め
池
）
　
で
の

区
画
漁
業
の
免
許

県
で
は
、
十
月
一
日
現
在
で
区
画
漁

業
の
五
百
七
十
余
件
を
免
許
し
て
い
ま

す
が
、
養
殖
計
画
等
の
都
合
で
早
急
に

免
許
を
取
得
す
る
必
要
の
あ
る
方
に
つ

い
て
は
、
五
十
年
四
月
に
免
許
を
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
漁
場
計
画

を
た
て
、
免
許
希
望
の
申
請
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
請
書
用
紙
は
、
役
場
産
業
課
に
あ

り
ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一
月
分
　
生
活

保
護
費
の
支
給
日

昭
和
五
十
年
一
月
分
の
生
活
保
護
費

の
支
給
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日

時

　

1

2

月

2

6

日

9

時

～

1

1

時

3

0

分

場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

福
祉
関
係
の
ご
相
談
は

民
生
児
童
委
員
　
へ

委
員
の
ｌ
部
が
変
わ
り
ま
し
た

民
生
児
童
委
員
が
、
十
二
月
一
日

か
ら
一
部
変
わ
り
ま
し
た
。
福
祉
関

係
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
児
葦
委
員
と
担
当
地
区

立
屋
敷
・
入
江
興
産
太
田
直
之

ぬ
め
り
石
・
吉
田
本
村
山
本
憲
詔

書
田
宮
居
・
本
村
　
岡
部
　
淳
子

吉
田
御
輪
地
、
大
橋
副
田
軍
八

鯉
口
・
県
道
筋
・
緑

伊
佐
座
・
林
住
宅
　
永
沼

み
ず
ほ
団
地
　
　
水
田

二
二
一
町
住
　
　
森
安

下
二
・
下
二
町
住
　
久
野

吉
田
ノ
一

古
橋

好
道
輝
男
正
義
四
郎信

風
園
吉
田
車
返
し

美
吉
野
団
地

頃
末
頃
末
頃
末
、

頃
禾

松
川
　
政
敏

三
富
フ
ミ
手

書
田
権
二
郎

薄
手
　
良
一

和
田
　
健
男

甲
斐
　
　
尭

藤
井
　
清
子

頃
宋
・
中
央
区

机古
賀
・
新
生
街

，フ月
樋
口
樋
口
猪
熊
・
猪
熊
町
住

猪
熊
富
田
団
地
3
7
～

富
田
団
地
1
～
3
6

鯉
口
区

宵
ノ
下
・
机
社
宅

古
賀
区
3
部

古
賀
区
1
・
2
部

梅
ノ
木
区

高
松
区

高
松
区

三
ツ
頭
区

岡
田
　
次
雄

梶
山
　
光
男

福
崎
　
茂
子

出
利
葉
虎
雄

木
村
　
国
実

柴
崎
弥
一
郎

椿

、

　

明

柴
田
己
代
治

稲
田
　
政
二

内
尾
　
勝
正

高
橋
ス
エ
子

桑

野

　

茂

阿
古
ミ
サ
子

神
崎
志
都
子

天
野
　
　
識

中
島
　
祐
次

矢
野
し
め
子

藤
井
　
輝
男
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ゆく年く　る年みんなで防犯

犯罪を防ぎ明るい正月を

い
よ
い
よ
師
走
。

こ
れ
か
ら
は
あ
わ

た
だ
し
い
毎
日
と
な

り
ま
す
が
、
歳
の
瀬

と
と
も
に
犯
罪
も
増

加
し
て
き
ま
す
。

折
尾
警
察
署
で

は
、
住
民
が
明
る
い

正
月
を
迎
え
る
た
め

十
二
月
一
日
か
ら
五

十
年
一
月
十
日
ま

で
、
年
末
年
始
の
特

別
警
戒
を
行
な
い
ま

す
。年
末
に
は
、
あ
き

巣
、
ひ
っ
た
く
り
、

ず
、
銀
行
、
郵
便
局
等
に
頭
け
ま
し

よ
ナ
フ
ｅ

Ｏ
　
車
を
駐
車
す
る
と
き
は
、
貴
重
品

を
車
内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
，
つ
。

○
　
夜
道
は
暗
い
道
を
さ
け
、
遠
廻
り

で
も
明
る
い
道
を
通
り
ま
し
ょ
う
。

（
女
性
に
は
二
〇
番
ブ
ザ
ー
の
携

帯
を
お
す
す
め
し
ま
す
）
。

す
り
な
ど
の
事
件
が

多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪

を
防
ぐ
た
め
に
も
次
の
事
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
　
お
出
か
け
や
お
や
す
み
の
と
き
は

戸
締
り
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
　
炊
事
場
の
刃
物
は
見
え
な
い
所
に

片
づ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
　
現
金
は
、
必
要
以
上
は
家
に
置
か

飲
酒
運
転
を

追
放
し
よ
う
／

飲
酒
に
よ
る
事
故
は
、
ひ
き
逃
げ
を

と
も
な
う
と
と
も
に
、
死
亡
率
も
極
め

て
高
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

の
精
神
を
守
り
、
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

バ
ス
の
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

バ
ス
無
事
故
運
動

北
九
州
市
交
通
局
（
市
営
バ
ス
）
で

は
、
十
二
月
十
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で

「
バ
ス
無
事
故
運
動
」
を
行
な
い
ま
す

利
用
者
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◇
　
停
留
所
で
は
少
し
さ
が
っ
て
バ
ス

を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
　
お
と
し
よ
り
や
か
ら
だ
の
不
自
由

な
万
に
は
、
席
を
ゆ
ず
り
ま
し
ょ

’
つ
0

◇
　
か
け
込
み
乗
車
は
危
険
で
す
。
次

の
バ
ス
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
　
や
む
を
え
ず
急
停
車
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
足
も
と
、
手
ま
わ
り
品

に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

◇
　
進
行
中
の
車
内
移
動
は
危
険
で
す

か
ら
ひ
か
え
ま
し
ょ
う
。

◇
　
バ
ス
の
慣
前
直
後
の
横
断
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

水
巻
町
短
縮

マ
ラ
ソ
ン
大
会

水
巻
町
教
育
委
員
会
と
．
体
育
協
会
主

催
の
、
短
縮
マ
ラ
ソ
ン
を
十
二
月
八
日

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
十

五
日
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

高
血
圧
教
室

一

、

目

時

　

1

2

月

1

2

日

1

3

時

～

1

6

時

二
、
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

三
、
内
容
　
講
話
（
高
血
圧
症
と
脳
卒

中
予
防
と
治
療
）

日　曜　在　宅　医

12月15日　頃　末　渡辺医院　外科　　　691－2616

22日　大勝橋　楠本医院　内・児科　69ト0385

29日　頃　末　坂口医院　婦人科　　691－2943

1月5日　樋　口　前原医院　内児科　ノ691－0553

診察時間は9：00～17：00、原則として
往診はいたしません。
、曲ベヒクべもクー、も，クでヒクヽ4べヽクーも4バもクミヒクミゴＦも〃‾ヽゴ戸もクもクもク‾もクもクもクもクもグヽクヽ

′′り′ヽ…．－ヽ一、－．一′一■一一．ヽ・一一、－1．′－′．・Ｈ、一ヽ

ー
・
三
一
1
1
一
・
三
′
ヽ
こ
・
：
ヽ
′
三
・
．
′
ｌ
一
．
．
、
ヽ
ｌ
－
・
・
2
・
ｌ

え
ぶ
り
山
荘
′

1

2

月

1

6

日

か

ら

開

所

老
人
憩
い
の
家
え
ぶ
り
山
荘

は
、
1
2
月
1
6
日
か
ら
開
所
い
た
し

ま
す
。な
お
、
原
則
と
し
て
6
5
歳
以
上

の
老
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ｒ
三
．
ｊ
ｌ
，
…
．
題
1
∫
．
1
′
．
．
・
・
／
ヽ
．
・
，
．
一
ヽ
′
…
ｔ
Ｊ

12　　月　　の

し尿汲取予定日

12月のし尿扱取Ｈが決まりまし

た。日程に多少の変更はあります

が、事前に準備をお願いいたしま

す。

1日　猪熊・みずほ田地・頃末

3日　猪熊・みずほ団地・頃末

4日　猪熊・みずほ団地・官ノ下

5日　高松区・三ツ頭区・樋口・
頃末

6日　高松区・三ツ頭区・樋口・
頃末

7日　高松区・三ツ頭区・頃末・

う月・古賀・唐熊県任・滑
石

9日　机・古賀・御輪地・率返・

・鯉口・上二・下二・立屋敷

10日　頃末・垣添・緑風園・吉田
本村・車返し

11日　緑風園・中央区

13日　猪熊・川端商店街・下二町
住

14日　猪熊・月夜待団地・吉田県
道筋・大橋

美吉野・松栄荘・樋口・机
美吉野・松栄荘・下二

美吉野・松栄荘・上二町住

日
　
［
口
　
目
口

6

　

7

　

Ｒ

Ｕ

ｌ

 

ｌ

 

ｌ ・吉田団地

19日　梅ノ木区・吉田田地
20日　猪熊町住・吉田団地

21日　古賀県住・吉田団地・机社
宅

22日　う月・古賀・上二・下二吉
田本村・机社宅

23日　古賀区・梅ノ木区・上二・

下二・吉田本村
24日　古賀区・梅ノ木区

25日　古賀区・頃末・古賀・机
26日　鯉［」区・猪熊・樋口
27日　鯉口区・猪熊・樋口

28日　鯉口区・猪熊・樋口

年
末
・
年
始
の

ゴ
ミ
の
収
集

年
末
～
年
始
の
ゴ
ミ
収
集
の
作
業
日

程
が
次
の
様
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

0
1
2
月
2
8
日
（
土
曜
）
は
土
曜
地
区
の

可
腰
物
と
中
央
区
を
除
く
国
道
3
号

線
よ
り
南
側
地
区
の
1
月
1
日
第
一

水
曜
の
繰
上
げ
不
燃
物
の
収
集
。

0
1
2
月
2
9
日
（
日
曜
）
は
月
曜
と
火
曜

の
繰
上
げ
収
集
。

0
1
2
月
3
0
日
（
月
曜
）
は
水
曜
の
不
燃

物
と
木
曜
・
金
曜
地
区
収
集
。

0
1
月
4
日
（
土
曜
）
　
の
地
区
の
可
燃

物
と
第
一
土
曜
地
区
の
粗
大
ゴ
、
㌔

1
月
6
日
よ
り
平
常
に
か
え
り
ま
す

が
、
ゴ
ミ
は
1
2
月
2
0
日
頃
よ
り
早
め

ノ
＼
に
お
出
し
下
さ
る
様
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
又
、
収
集
日
に
は
朝

7
時
ま
で
に
は
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
発
行
人
水
巻
町
長
伊
藤
衛
門
Ｌ
ｒ
編
集
水
巻
町
住
民
相
談
室
（
電
話
6
。
1
∴
↑

□
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


